
前回に引き続き『立場を同じくして対等に学ぶ』というテーマの中で、「心理的安全性」につ
いて話し合いました。プロフェッションとしての学びの場において、心理的安全性を保証するた
めには、その場を構成するメンバー個々の努力が必要であり、本WCの冒頭で毎回ご紹介させてい
ただいている「グラウンドルール」は、まさにそのための手続きであることを改めて確認するこ
とができました。参加してくださったみなさまからの貴重なご意見を共有させていただきます。

主催者代表 佐藤 政枝

看護のプロフェッショナリズムを共有するワークショップ
NEWS LETTER

開催日時：2021年６月１6日（水）18-20時
参加者：20名（看護職、看護大学生、大学教員、大学院生）

●ワークショップ後のアンケート結果（一部抜粋） 回答16名
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⑤看護のプロフェッショナリズム
について考えることができた

⑬安心して参加できた ⑭話しやすい雰囲気だった

⑥対等な立場で学べた

■とても思う ■どちらかといえば思う ■どちらともいえない ■どちらかといえば思わない ■まったく思わない
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①面白かった ②楽しかった

⑦自分が成長したという
実感がもてた

⑧グループメンバーが成長
したという実感がもてた
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⑨仕事・役割上の課題と関連づけ
て取り組めた

⑱もっと経験したいと思った

⑪有益な経験となった

③満足感があった ④学習の機会となった

⑫心地よい場であった

自由記載で頂いた感想やご意見
✓ 始まって直ぐにグラウンドルールが提示され、心理的な安全性が確保されるという感覚を持てた
✓ 同じテーマを扱っても、毎回違った意見に触れることができ、とても面白いと感じている
✓ 自分の中でずっと気になっていた疑問にあっさりと折り合いがつけられたり、また新しい疑問を持つきっか

けをもらったりと、WCに参加することで、多様な考え方の選択肢を与えてもらえているようで嬉しい
✓ 仕事中の自分と、職場を離れた自分では、感じ方や考え方が微妙に違って部分があることに気づき、これも

学ぶ環境の影響かもしれないと考えた
✓ 発言することが苦手で少なからずストレスを感じていたが、話すことだけが目的でなく「聴き手」の役割に

徹する参加の仕方もあるという意見があり、少し気持ちが楽になった
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⑲また参加したい
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⑩人生や仕事の経験を活用できた

56
%

44
%

2021年７月 Vol.4

公立大学法人 横浜市立大学 医学部 看護学科
基礎看護学 / 看護ケアシステム開発学 佐藤研究室（佐藤政枝）

E-mail：m_satoh@yokohama-cu.ac.jp Web：http://plaza.umin.ac.jp/~msatoh-ken/
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第4回 ワークショップの開催報告
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